	第５講

	関係中心伝道


福音によって準備された人を神様は用いられる。まず私たちが訓練され準備されているならば、救いに与るべき人を神様は備えてくださる。伝道訓練はまず私たちが整えられ準備されるために恵みを受ける事が必要である。働き人は信仰と技能の両面を持ち合わせていなければならない。ダビデを用いられた神様、イスラエルの中で最も信仰が良かった人がダビデであって、また彼は石投げにも優れていた。彼には信仰と技能が両方とも備わっていた。そしてついにはゴリアテを打ち倒した。
　また私たちはタラッパン運動をしていく中で、私たちの技能、タラントを用いなければいけない。
養育をそして重要視しなければいけない。伝道して救われたたましいを養育することが今日の教会で欠けている部分であるが、養育は体系的に行われなければいけない。
１．私たちが準備されることが必要である。
２．タラッパン運動によって福音を伝える。
３．伝道をして新しく救われたたましいをよく養育する。
「関係中心伝道」とは一言で、私と関係のある、私を良く知っている人を中心として伝道することを言う。その中には友達、家族、親戚職場の同僚などが含まれる。
　これを大きく分けて見るならば、
１．家族伝道
(1)家族を伝道するために一番大事なことは、関係の確立である。簡単に言うならば家族ともっとも親密な位置にありながらも意味のある関係、すなわち愛のある関係が持続していなければいけない。老母であっても子供であっても、まず暖かい愛情を注ぐ事が必要となる。
そうしている内に、タイミングが合うようになる時がある。ある人たちが、「家族も救われていないのにどうしたら他人に伝道をすることが出来るのか」と言っていたのを聞いたことがあるが、これは間違っている。それはまだ神様の時となっていないだけである。その時が近づくまでいつも愛を持って、よい関係が維持されているならば、福音を伝える時期が来て受け入れをするのがとても容易となるためである。
(2)結婚は伝道にあって絶対的な影響を持つ。もし未信者と結婚をする場合、家族伝道は難しくなる。
(3)家庭内には大小に関係なく問題が必ずある。これらの問題は人を苦しくし、またこれは福音を伝える良い機会にもなる。これを逃してはいけない。
　
(4)絶対に挫折してはいけない。家族伝道は時間が必要である。
長い間良くしてあげていたら、いつか福音を伝える門が開かれ、主を受け入れるようになる。
(5)まとめて言うと家族伝道のカギは、崩れていた関係を正しく立て直すことである。伝道をするために愛をもって接することが関係を中心とした伝道の要点である。
(6)祈りのカードや祈りの手帳を上手く活用しなければいけない。これらのための「祈りの調査書」というものがある。
　*調査すること
　　①名前　②住所　③電話　④関係　⑤家族関係
　上記に記したことを調査して具体的に祈らなければいけない。これと合わせて接点となる部分も調査するとすれば、
　　①誕生日　②記念日　③職業、職場の生活　④健康　⑤難しい点　⑥趣味、特技　⑦集まり、ビジョン　⑧子ども、法事の日など
　伝道をしようとしている対象(主に家族や知人)の具体的な身上を記

しておいて、お誕生日カードを送ったり電話や手紙で具体的な愛情

現などをしていたら、会って福音を伝えるのがとても簡単になる。
　私たちの努力や力が無くても間違いなく神様はなされる。しかし私

ちが労したその労に従って実を与えてくださる。
２．家ごとの伝道
　   使徒の働き13章を見ると、伝道にあって聖霊の導きと備えがあったと書かれていることを知ることが出来る。私たちは私たちの中に神様の計画を抱いて出て行かなければいけない。神様は私たちをこの時代の伝道者として立たされた。私たちの次の世代にこの福音を伝えることが出来なければ、パウロが告白したように間違いなく私たちに御怒りが臨むであろう。
①神様が供えておられるたましいを探すのである。
②神様が聖霊によって心の門を開いておられる者を探すのである。
③たましいが飢え渇いている者を探すのである(使20:20)。
　
家ごとの伝道を上手くするための方法は
①小さい子どもたちを集めてタラッパン運動を始める。そこに集まった子どもたちを見てその親の暮らしぶりを知ることが出来る。
②タラッパンを始めておいて問題のある人を招待すればよい。
③伝道をして救われたとしても最初の頃は教会に出てくることが出来るようによく導かなければいけない。
④教会案内の冊子を上手く活用しなければいけない。特に都市では落胆している者、移住者が多いためである。
⑤ビデオやスライドも活用できる。
⑥常に読むことが出来るものを残してこなければいけない。
⑦忙しい時間は避けるべきである。
３．路傍伝道
　聖書は「街道や垣根のところに出かけて行って」(ﾙｶ14:23)と記されている。
路傍伝道はトラクトだけを配って来ることではない。両面性がある。まず皆で賛美と礼拝を捧げるけれども、その後には一対一で福音を伝えなくてはいけない。
①視線を集めるためにパフォーマンスをしなければいけない。
②人が多い所、静かな所へと行く。人が多い所は視線を引き、静かな所では一対一になる。
③合唱団がいれば視線を引くことが出来る。
④飲み物担当も必要である。
〔主日学校、区域活動の関係〕
１．区域活動
　区域活動はそのまましなければいけない。区域員たちの団結、交わり、教会での使役の相談などのために、区域は必ず必要である。区域活動は廃止しないでタラッパンを通して続けて行かなければいけない。
　タラッパンと区域礼拝との違いは
①一つの場所、時間をすべての人が知るようにして地域化しなければいけない。このようにすればうわさを聞いて集まり始める。
(事務室、幼稚園、塾などを一週間借りると良い)
②聖書の勉強会を開かなくてはいけない。
③継続的に結果、またはあかしなどを伝える。
④発展してタラッパンの風景を撮影し報告する。
⑤福音を伝える所から始めなくてはいけない。
⑥問題がある人を招待して共に祈りながら助ける。
⑦あかし会を度々設ける。
⑧続けて発展した時には、宣教院の形態を取り発展させる(小教会運動)。
　２．機関活動
　機関活動の長点は結束のために貢献することが出来るが、宣教と伝道の方向へと持っていくことが出来なければ福音伝道と教会成長へのもっとも大きな妨げとなる。そのために何よりも各機関は、指導者の養成に熱を注ぎ出さなければいけない。
３．主日学校
主日学校は組織を強化しなければいけない。
①まず学年観察を立てなければいけない。
②また各地域ごとに観察を立てなければいけない。
③中･高等学年の中でリーダーを立てたら助けとなるであろう。
④子どもたちもそれぞれの地域でタラッパン運動をしなければいけない。
　　土曜日の午後、適当な時間に一対一で福音運動をしなければいけない。
このようにしたら驚くべき伝道運動が起こる。
